
　
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年８月14日

【四半期会計期間】 第105期第１四半期(自　平成20年４月１日　至　平成20年　６月

30日)

【会社名】 新興プランテック株式会社

【英訳名】 Shinko Plantech Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　藤 井 清 喜

【本店の所在の場所】 横浜市磯子区新磯子町27番地５

【電話番号】 045-758-1950

【事務連絡者氏名】 取締役兼常務執行役員　内部統制室、財務部、主計部所管

大 島 寿 之

【最寄りの連絡場所】 横浜市磯子区新磯子町27番地５

【電話番号】 045-758-1950

【事務連絡者氏名】 取締役兼常務執行役員　内部統制室、財務部、主計部所管

大 島 寿 之

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

新興プランテック株式会社(E01577)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第105期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第104期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

完成工事高 (千円) 12,309,35098,925,674

経常利益 (千円) 718,48510,433,819

四半期(当期)純利益 (千円) 388,4525,876,993

純資産額 (千円) 16,317,44316,816,409

総資産額 (千円) 67,764,97664,363,060

１株当たり純資産額 (円) 351.76 362.60

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 8.40 127.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 24.0 26.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,620,2606,194,059

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △140,096△1,880,235

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,013,105△2,537,269

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,311,49110,068,059

従業員数 (名) 1,080 1,051

(注) １　完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　通常の営業形態として、当社グループの第１四半期連結会計期間の完成工事高は、他の四半期連結会計期間と

比較して少なくなる傾向にあります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 1,080

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 958

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　
(1) 受注実績

事業セグメント別

区分 当第１四半期連結会計期間(千円)

エンジニアリング業

　　石油・石油化学関係 23,333,350

　　一般工業関係 3,512,125

　　環境その他 37,360

合計 26,882,836

　
(2) 売上実績

①事業セグメント別

区分 当第１四半期連結会計期間(千円)

エンジニアリング業

　　石油・石油化学関係 7,991,710

　　一般工業関係 4,227,391

　　環境その他 23,146

計 12,242,248

その他の事業 67,102

合計 12,309,350

　

②工事種類別（その他の事業除く）

区分 当第１四半期連結会計期間(千円)

エンジニアリング業

　　日常保全工事 4,154,976

　　定期修理工事 1,527,113

　　改造・改修工事 3,830,615

　　新規設備工事 2,729,543

合計 12,242,248

(注) １　当社グループでは、エンジニアリング業以外は受注生産を行っておりません。

２　当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載を省略しております。

３　通常の営業形態として、当社グループの第１四半期連結会計期間の完成工事高（エンジニアリング業）は、他

の四半期連結会計期間と比較して少なくなる傾向にあります。

４　主な相手先別の完成工事高および総完成工事高に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間

完成工事高(千円) 割合(％)

新日本石油精製㈱ 2,721,090 22.1

ポリプラスチックス㈱ 2,438,641 19.8

５　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油・原材料価格の高騰や米国のサブプライム

ローン問題に端を発した米国景気後退により、景気の減速傾向が続きました。このような中、当社グ

ループを取り巻く市場環境は、国内の需要減に伴う設備投資に減速感が見られるなど、厳しい状況と

なっております。

　当第１四半期連結会計期間における業績につきましては、石油・石油化学関連のメンテナンス工事の

需要増により、受注高（エンジニアリング業）は26,882,836千円となり、完成工事高は12,309,350千円

となりました。完成工事高の内訳は、エンジニアリング業で12,242,248千円、その他の事業（エンジニ

アリング業以外）で67,102千円となっております。収益面につきましては、総じて堅調に推移してお

り、営業利益704,208千円、経常利益718,485千円、四半期純利益388,452千円となりました。

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計の残高は、前連結会計年度末より3,401,915千円増加

し67,764,976千円となりました。この主な理由は、工事代金回収により受取手形・完成工事未収入金が

8,306,004千円減少したものの、期末仕掛工事の増加による未成工事支出金が14,887,888千円増加した

ことによるものであります。

（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計の残高は、前連結会計年度末より3,900,880千円増加

し51,447,532千円となりました。この主な理由は、期末仕掛工事増加による未成工事受入金が

3,689,514千円増加したことによるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計の残高は、前連結会計年度末より498,965千円減少

し16,317,443千円となりました。この主な理由は、その他有価証券評価差額金が265,783千円増加した

ものの、配当金等の支払いにより利益剰余金が767,409千円減少したことによるものであります。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金同等物（以下「資金」という。）は、

5,311,491千円となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、3,620,260千円となりました。これは、おもに未成工事支出金の増加

額が14,887,888千円、売上債権の減少額が8,306,004千円、未成工事受入金の増加額3,689,514千円によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、140,096千円となりました。これは、おもに有形及び無形固定資産の

取得による支出が62,245千円、投資有価証券の取得による支出が82,777千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、1,013,105千円となりました。これは、おもに長期借入金の返済によ

る支出が204,318千円、配当金の支払額が952,282千円によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は16,100千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

（エンジニアリング業）

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（その他の事業）

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除去等はないた

め、記載すべき事項はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,310,892同左
東京証券取引所
（市場第一部）

─

計 46,310,892同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

─ 46,310,892─ 2,754,473─ 1,372,023

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　 　76,400

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式  46,198,100 461,981 ─

単元未満株式 普通株式  　　36,392 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数   　　　　46,310,892 ― ―

総株主の議決権 ― 461,981 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権20個）含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
新興プランテック株式会
社

横浜市磯子区新磯子町27
番地５

76,400 ─ 76,400 0.16

計 ― 76,400 ─ 76,400 0.16

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 1,6671,8251,800

最低(円) 1,2691,4911,501

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レ

ビューを受けております。

 なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法

人から名称変更しております。
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1 【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年 6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年 3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,311,491 8,569,317

受取手形・完成工事未収入金 13,533,449 21,839,453

有価証券 － 1,498,742

未成工事支出金 31,667,578 16,779,689

繰延税金資産 877,618 748,836

その他 944,340 122,273

貸倒引当金 △6,698 △8,340

流動資産合計 52,327,779 49,549,973

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 3,048,678

※１
 3,060,695

土地 7,111,874 7,111,874

その他（純額） ※１
 554,747

※１
 551,692

有形固定資産合計 10,715,300 10,724,263

無形固定資産 92,263 95,432

投資その他の資産

投資有価証券 2,540,126 2,090,019

前払年金費用 1,169,863 732,285

長期前払費用 3,417 3,933

繰延税金資産 524,191 743,862

その他 498,790 501,935

貸倒引当金 △106,756 △78,644

投資その他の資産合計 4,629,632 3,993,391

固定資産合計 15,437,197 14,813,087

資産合計 67,764,976 64,363,060

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 36,334,400 35,054,537

短期借入金 1,672,128 1,709,912

未払法人税等 224,812 1,761,799

未成工事受入金 8,881,468 5,191,953

完成工事補償引当金 218,000 223,900

賞与引当金 673,513 1,140,547

役員賞与引当金 48,825 98,600

その他 2,742,044 1,657,869

流動負債合計 50,795,192 46,839,119

固定負債

長期借入金 283,828 305,896
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年 6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年 3月31日)

退職給付引当金 46,244 44,532

役員退職慰労引当金 200,644 233,342

その他 121,622 123,760

固定負債合計 652,339 707,531

負債合計 51,447,532 47,546,651

純資産の部

株主資本

資本金 2,754,473 2,754,473

資本剰余金 1,688,884 1,688,884

利益剰余金 12,096,820 12,864,229

自己株式 △33,941 △33,170

株主資本合計 16,506,235 17,274,416

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △236,799 △502,582

為替換算調整勘定 △6,202 △6,992

評価・換算差額等合計 △243,002 △509,574

少数株主持分 54,210 51,567

純資産合計 16,317,443 16,816,409

負債純資産合計 67,764,976 64,363,060
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年 4月 1日
 至 平成20年 6月30日)

完成工事高 12,309,350

完成工事原価 10,917,792

完成工事総利益 1,391,558

販売費及び一般管理費 ※１
 687,349

営業利益 704,208

営業外収益

受取利息 4,276

受取配当金 21,623

受取賃貸料 40,813

その他 29,099

営業外収益合計 95,811

営業外費用

支払利息 16,027

売上割引 52,855

その他 12,651

営業外費用合計 81,534

経常利益 718,485

特別利益

固定資産売却益 626

役員賞与引当金戻入額 8,400

その他 110

特別利益合計 9,136

特別損失

固定資産除却損 3,791

貸倒引当金繰入額 25,114

その他 273

特別損失合計 29,179

税金等調整前四半期純利益 698,443

法人税、住民税及び事業税 217,804

法人税等調整額 89,689

法人税等合計 307,494

少数株主利益 2,495

四半期純利益 388,452
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年 4月 1日
 至 平成20年 6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 698,443

減価償却費 79,236

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26,470

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,900

賞与引当金の増減額（△は減少） △467,033

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △49,775

退職給付引当金の増減額（△は減少） △435,867

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,697

受取利息及び受取配当金 △25,899

支払利息及び手形売却損 20,151

為替差損益（△は益） △16,104

固定資産売却損益（△は益） △353

固定資産除却損 3,791

売上債権の増減額（△は増加） 8,306,004

未成工事支出金の増減額（△は増加） △14,887,888

仕入債務の増減額（△は減少） 1,279,863

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,689,514

未払消費税等の増減額（△は減少） △136,551

その他 49,465

小計 △1,905,128

利息及び配当金の受取額 25,896

利息の支払額 △16,724

法人税等の支払額 △1,724,303

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,620,260

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △62,245

有形及び無形固定資産の売却による収入 1,682

投資有価証券の取得による支出 △82,777

貸付けによる支出 △200

貸付金の回収による収入 300

その他 3,145

投資活動によるキャッシュ・フロー △140,096

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 144,466

長期借入金の返済による支出 △204,318

自己株式の取得による支出 △770

配当金の支払額 △952,282

少数株主への配当金の支払額 △200

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,013,105
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年 4月 1日
 至 平成20年 6月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,893

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,756,568

現金及び現金同等物の期首残高 10,068,059

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,311,491
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　会計方針の変更

(1)　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用
「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を

当第１四半期連結会計期間から適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
(2)　リース取引に関する会計基準等の適用
「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委

員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企

業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18

日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針

第16号）を当第１四半期連結会計期間から早期に適用

し、所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、

リース資産として計上することにしております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐

用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用してお

ります。

これによる損益に与える影響はありません。

(3)　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取り扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取り扱い」（企業会計基準委員会　平成

18年５月17日　実務対応報告第18号）を当第１四半期連

結会計期間から適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間から、機械及び装置の耐用

年数については法人税法の改正を契機として見直しを

行い、一部の資産について使用状況を勘案したことによ

り耐用年数を短縮（13年から12年）して減価償却費を

算定する方法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　7,045,352千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　7,034,359千円

　２　受取手形割引高　　　　　　　　160,281千円 　２　受取手形割引高　　　　　　　　309,656千円

　３　手形信託譲渡に係る遡及義務　　130,171千円 　３　　　　　　　──────

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

従業員給料手当 171,378千円

賞与引当金繰入額 73,398千円

役員賞与引当金繰入額 28,825千円

退職給付費用 35,825千円

役員退職慰労引当金繰入

額
14,402千円

　２　通常の営業形態として、当社グループの第１四半期

連結会計期間の完成工事高及び完成工事原価は、他

の四半期連結会計期間と比較して少なくなる傾向に

あります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額は一致して

おります。
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 46,310,892

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 76,865

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 1,155,862 25平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

　

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

当連結グループは石油精製、石油化学を主とする各種産業設備および産業公害防止の機械装置について

の設計、製作、施工、販売ならびに保守その他これらに付帯する一切の業務を主事業内容としており、当該業

務以外では売上高基準、営業損益基準とも10％以上となるセグメントがないため、記載を省略しておりま

す。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合が90％を超えており重要性がないため、記載を省略し

おります。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

351.76円 362.60円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計(千円) 16,317,443 16,816,409

普通株式に係る純資産額(千円) 16,263,233 16,764,841

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 54,210 51,567

普通株式の発行済株式数(株) 46,310,892 46,310,892

普通株式の自己株数(株) 76,865 76,409

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数(株)

46,234,027 46,234,483

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 8.40円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円

(注) １.　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 388,452

普通株式に係る四半期純利益(千円) 388,452

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 46,234,285

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

新興プランテック株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　國　　　健　一　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　石　田　健　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新興

プランテック株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新興プランテック株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財務状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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